－露店等の開設に係る計画－
１．催しの名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．開催場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３． 期日　　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで（　　　日間）
上記の催しについて、以下の計画により火災予防対策を行う。

（目的）
第１条　この計画は、羽咋郡市広域圏事務組合火災予防条例第45条第１項第６号に基づき、（　　　　　　　　　　 ）の露店等の開設に係る計画について必要な事項を定め、火災予防及び火災、地震その他の災害（以下「火災等」という。）による人命の安全並びに被害の軽減を図ることを目的とする。
（適用範囲）
第２条　この計画は、この催しの主催者、出店する露店等の関係者（以下「関係者等」という。）及び観客等、参加するすべての者に適用する。
２　火災予防上必要な業務に従事する者は、この計画の定めるところにより、この催しの主催者、現場責任者の指示、指揮命令の下に適正に業務を遂行しなければならない。

（主催者及び関係者等の責務）
第３条　主催者の（　　　　　　　　　　）は、露店等の開設に係る計画すべての責任を有し、次の事項について責務を有する。
　(1) 主催者は、この催し全体について防火安全性を高めるよう努めなければならない。
　(2) 主催者は、管理的又は監督的な立場にあり、かつ、火災予防上必要な業務を適正に遂行できる者を現場責任者に選任する。
　(3) 主催者は、現場責任者が露店等の開設に係る計画を作成（変更）する際に、火災等の対応などについて、必要な指示を与えなければならない。

　(4) 主催者は、防火上の不備・欠陥が発見された場合は、速やかに改修しなければならない。

（現場責任者の責務）
第４条　現場責任者の（　　　　　　　　　　）は、この計画の作成について主催者の指示を受け、実行にあたってのすべての権限を有し、次に掲げる責務を有する。
　(1) 露店等の開設に係る計画の作成又は変更
　(2) 消火、通報、避難誘導等の実施
　(3) 火災予防上の自主点検等の実施 

　(4) 火災予防上必要な業務を実施する体制の組織編成（業務分担、活動範囲、内部組織）

　(5) 火災予防上必要な教育の実施

(6) 現地指導時の立会い

　(7) 露店等及び客席の火災予防上の安全に配慮した会場の配置計画、動態の適正管理
　(8) その他火災予防上必要な事項

（火災予防）
第５条　対象火気器具等の使用及び危険物の取扱いを把握し、火災予防を図るため、次の対策等を行う。
　(1) 関係者等は、火気管理、出火防止及びこの計画を遵守し、火災予防を行うものとする。

　(2) 対象火気器具等の取扱い及び消火器は、別表に基づき会場の配置計画図により確認する。

　(3) 火災予防上必要な業務を確実に実行するため、防火係及び火元責任者を定め、次の必要な業務を行う。

編成と任務

	
	担当区域
	係　　員
	任　務　内　容

	防火係
	
	
	① 火元責任者に対する業務の指導及び監督

② 現場責任者の補助

	
	
	
	

	
	
	
	

	火元責任者
	
	
	① 火気管理、遵守事項の徹底

② 防火係の補助

	
	
	
	

	
	
	
	


　　注：関係者等の数により、火元責任者のみとすることや同一人が防火係と火元責任者を兼任できる。

(4) 火災予防上の自主点検は、露店等開設における自主点検表（以下「自主点検表等」という。）に基づき実施する。
　(5) 露店等開設における遵守事項（以下「遵守事項」という。）及び自主点検表等の確認結果は、現場責任者が主催者に報告する。

２　主催者は、自主点検を実施するときには立ち会わなければならない。　

（放火防止対策）

第6条 　現場責任者は、会場内の整理整頓及び必要最小限の可燃性物品の排除徹底等、放火防止の環境づくりを行う。

（動態の適正管理）

第７条　現場責任者は、多数の者が集合することを把握し、雑踏が発生しないように関係者等全員に安全管理を徹底させるとともに、混雑が予想される場合は、掲示板、案内板等により人的に規制する。

（災害活動）
第８条　現場責任者は、会場内で火災及び地震が発生した場合は、次の自衛消防の組織により通報、初期消火、避難誘導、応急救護等の初期対応を行う。

　(1) 火災発生時の活動

自衛消防隊の編成及び任務

	自衛消防隊長

（　　　　　　　）
	担当
	担当者
	任　　務　　内　　容

	１　自衛消防隊長は、必要に応じて、指揮命令を行う。

２　消防隊との密接な連携を図る。

３　避難誘導の把握を行う。
	通報

連絡
	（　　　　 ）
	１　拡声器等又は大声で火災の発生を知らせる。

１１９番通報を行う

２　消防隊への情報提供及び関係者への連絡を行う。

	
	初期

消火
	（         ）
	　水バケツ、消火器等を活用し、初期消火を行う。（延焼拡大したら初期消火を中止し、避難する。）

	
	避難

誘導
	（         ）
	１　安全な場所への避難誘導にあたる。

２　避難誘導は大声で簡潔に行い、パニック防止に努め、指示に従うよう伝える。

	
	応急

救護
	（　　　　 ）
	１　負傷者の応急処置を行う。

２　救急隊員との連携、情報の提供を行う。負傷者の氏名、負傷の程度を確認し、記録する。


　(2) 地震時の活動

　　　地震時の活動組織は、火災時の自衛消防の組織とし、次の事項を行う。

　　　ア　身の安全確保

　　　イ　出火防止と初期消火

　　　ウ　被害状況の把握

　　　エ　安全な場所の指示と（　　　　　　　　　）への避難誘導

　　　オ　その他必要な事項

（防火・防災教育）
第９条　主催者及び現場責任者は、防火講習を含めて現地指導を積極的に受けるものとする。

２　主催者及び現場責任者は、関係者等全員の防火意識の高揚と自衛消防活動能力の向上のための教育を受けるものとする。火災時の任務分担要領については、別図１並びに別図２に基づき行うものとする。

　　
　ア　教育の内容等                                                           
	対　象　者
	教育の内容

	関係者等全員
	・ 計画の周知徹底

・ 火災予防上の遵守事項

・ 関係者各自の任務と活動

・ 消火器等の使用方法

・ その他防火管理上必要な事項


　イ　火災時の任務分担等

	任務分担の種別
	任務分担の内容

	初期消火
	消火器等の取扱い要領

	通報連絡
	消防機関への通報要領及び関係者への連絡要領

	避難誘導
	避難誘導要領


